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はじめに 
 

本書は CPU 付 A-Link マスタユニットを動作させる上で必要なシステム構成情報ファイル（ALinkConfig.dat）

を容易に作成できるツール（以降、「CPU 付 A-Link システム構成情報作成ツール」と表現します）の操作

マニュアルです。 

 

 

作成されるファイルは以下のようになります。 

 

ﾌｧｲﾙ ﾌｧｲﾙ内容 

ALinkConfig.dat CPU 付 A-Link ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ用のｼｽﾃﾑ構成情報ﾌｧｲﾙ（ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ） 

通信方法、ｽﾚｰﾌﾞ構成等の情報がﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀで格納されます 

CPU 付 A-Link ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされるﾌｧｲﾙです 

ALinkConfig.ini CPU 付 A-Link ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ用のｼｽﾃﾑ構成情報ﾌｧｲﾙ（ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ） 

通信方法、ｽﾚｰﾌﾞ構成等の情報がﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀで格納されます 

同ﾂｰﾙにてｼｽﾃﾑ構成情報（ALinkConfig.dat）を変更する際に必要なﾌｧｲﾙ

です 

 

 

CPU 付 A-Link マスタユニット用 DLL（CALink.dll）に関する詳細は、別紙「CPU 付 A-Link PCI マスタユニ

ット DLL リファレンスマニュアル」を参照して下さい。 
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１－１ 

第１章 システム概要 
 

この章では、CPU 付 A-Link システム構成情報作成ツールのシステム概要について説明します。 

 

１－１ 操作手順 
 

ツールの基本的な手順は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）作業するフォルダの選択を行います。 

２）使用するハードウェアの設定を行います。（新規作成時のみ） 

３）CPU 付 A-Link マスタユニットに対するスレーブユニットの接続の設定を行います。 

４）ファイルを保存します。 

 

ﾌｫﾙﾀﾞの選択 

ﾊｰﾄﾞｳｪｱの設定 

ﾕﾆｯﾄの接続設定 

（編集） 

保存 

初期設定 

編集 

既存編集
新規作成
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２－１ 

第２章 操作方法 
 

この章では、CPU 付 A-Link システム構成情報作成ツールのさまざまな操作方法について説明します。 

 

２－１ ツールの起動 
 

CPU 付 A-Link システム構成情報作成ツールを起動するには、 

［スタート］－［プラグラム］－［ALGOSYSTEM CPU 付 A-Link SDK］－［CPU 付 A-Link システム構成情報

作成ツール］ 

を選択します。 

 

２－２ 基本機能及び画面 
 

作成したシステム構成情報ファイルの保存や編集ウィンドウ等の説明を行います。 

 

２－２－１ ファイルの操作 
 

ファイルの作成、保存など、基本的なツールの操作について説明します。 

 

１）新規作成 

新しいデータを作成するには、［ファイル］メニューの［新規作成］を選択するか、［新規作成］ボタンを

クリックして下さい。 

 

 

 

［新規作成］すると以下のダイアログが表示されるので、ここでシステム構成情報ファイルを保存する場

所を選択し、［次へ］ボタンをクリックして下さい。 

 

＊ デフォルトはカレントディレクトリになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[新規作成]ﾎﾞﾀﾝ 

格納されるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
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２－２ 

 

次にハードウェアの設定を行います。 

ここでは 

・ 使用するハードウェア数 

・ 全二重／半二重 

・ ユニット運用数 

・ 通信ボーレート 

・ ロングフレーム設定 

・ 通信リトライ数 

を設定することができます。 

設定後、［ＯＫ］ボタンをクリックして下さい。編集ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）既存ファイル編集 

以前に作成したデータを編集するには、［ファイル］メニューの［開く］を選択するか、［開く］ボタンを

クリックして下さい。 

 

 

 

［開く］を選択するとダイアログが表示されるので、ここで編集するシステム構成情報ファイルが格納さ

れている場所を選択し［ＯＫ］ボタンをクリックして下さい。 

編集ウィンドウが表示されます。 

 

＊ デフォルトはカレントディレクトリになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Line 毎の設定

[開く]ﾎﾞﾀﾝ 

格納されるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
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２－３ 

３）ファイルの保存 

新規作成及び編集データを保存するには、［ファイル］メニューの［上書き保存］を選択するか、［保存］

ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

新規作成時にファイルの保存を行うと、最初に指定したディレクトリにデータ（システム構成情報ファイ

ル）が格納されます。 

編集データの場合はそのまま上書き保存されます。 

 

例）フォルダ選択で C:¥Temp¥Data を指定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[保存]ﾎﾞﾀﾝ

C:¥ 

TEMP 

Data 

 

ALinkConfig.dat 

ALinkConfig.ini    ｼｽﾃﾑ構成情報ﾌｧｲﾙ関連 

 

 

保存することにより

生成されるﾌｧｲﾙ 
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２－４ 

 

２－２－２ 編集ウィンドウ 
 

CPU 付 A-Link システム構成情報作成ツールの基本的な編集画面は A-Link 編集ウィンドウとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数アドレス占有するユニットの先頭アドレスの識別については以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数ｱﾄﾞﾚｽ占有するﾕﾆｯﾄ

の先頭ｽﾚｰﾌﾞの識別 

ｽﾚｰﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ 

A-Link 編集ｳｨﾝﾄﾞｳ 

ｽﾚｰﾌﾞﾕﾆｯﾄの先頭 

多機能ﾕﾆｯﾄの先頭 
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２－２－３ スレーブパレット 
 

編集ウィンドウの下方に［スレーブパレット］というウィンドウがあります。 

スレーブパレットにはユニットのイメージが用意されており、編集ウィンドウに対してドラッグアンドド

ロップの操作で貼付けることができます。 

 

［スレーブパレット］は画面起動時に表示されますが、［表示］メニューの［スレーブパレット］を選択し

ても表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾕﾆｯﾄｲﾒｰｼﾞのﾊﾟﾚｯﾄ 

A-Link 編集用のﾕﾆｯﾄ 
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２－６ 

A-Link スレーブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIO ： ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力ﾕﾆｯﾄ 

      占有 ID は 1ID 

 

ADA ： ｱﾅﾛｸﾞ入出力ﾕﾆｯﾄ 

      占有 IDは 1 ﾁｬﾝﾈﾙにつき 1ID

 

AXS ： 位置決めﾕﾆｯﾄ 

      占有 ID は 2 軸 6ID 

 

ENC ： ｴﾝｺｰﾀﾞ･ｶｳﾝﾀﾕﾆｯﾄ (2Ch ﾀｲﾌﾟ 16Bit ｶｳﾝﾀ)

      占有 ID は 4ID 

 

ENCA： ｴﾝｺｰﾀﾞ･ｶｳﾝﾀﾕﾆｯﾄ (1Ch ﾀｲﾌﾟ 32Bit ｶｳﾝﾀ)

      占有 ID は 3ID 

 

ADAC： ちび丸君ｼﾘｰｽﾞ ｱﾅﾛｸﾞ入出力ﾕﾆｯﾄ 

      占有 ID は 1ID 

 

ALE IO32： ALE ｼﾘｰｽﾞ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力(32 点入力/32 点出力)ﾕﾆｯﾄ 

          占有 ID は 2ID 

ITG： ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ入出力ﾕﾆｯﾄ 

      占有 ID は 2 ﾁｬﾝﾈﾙ 2ID or 4 ﾁｬﾝﾈﾙ 4ID 
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２－７ 

 

２－３ 編集方法 

 

A-Link の設定ファイル（データ）を編集する方法について説明します。 

 

２－３－１ ユニットの接続を設定 
 

ユニットの接続情報を設定するには、［スレーブパレット］にあるユニットイメージから、編集ウィンドウ

に対してドラッグアンドドロップ操作にて設定します。 

 

例） デジタル入出力（DIO）ユニットをスレーブアドレス=1 に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ユニットの接続を消去するにはスレーブパレットの一番左の［NEW］を消去したいユニットにドラッグ

アンドドロップして下さい。 

ユニットの種類により占有する ID は異なります。また全二重／半二重により ID の占有の方法が異な

ります。 

1.DIO ﾕﾆｯﾄをﾄﾞﾗｯｸﾞします(ﾏｳｽの左ﾎﾞﾀﾝを押し続ける) 

2.ｽﾚｰﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=1 でﾄﾞﾛｯﾌﾟします(ﾏｳｽの左ﾎﾞﾀﾝを放す)

3.DIO ﾕﾆｯﾄがｽﾚｰﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=1 に設定されます
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２－３－２ ユニットの型式を設定 
 

システム構成情報を作成するにあたり、設定したユニットに対して型式を設定する必要があります。 

設定したユニットにマウスカーソルを持っていき右クリックするとユニットの詳細画面が表示され、型式

を設定することができます。 

 

例） スレーブアドレス=1 のデジタル入出力（DIO）ユニットの型式を[ALT*FF*]に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾕﾆｯﾄの詳細画面が表示 

ﾏｳｽ右ｸﾘｯｸすると詳細画面が 

表示されます 

1.型式を[ALT*FF*]に設定します 

2.[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします 
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２－３－３ ユニットのチャンネル数を設定 
 

アナログ入出力ユニット（ADA）やインテリジェント入出力ユニット（ITG）では、チャンネル数を設定し

ます。 

設定したユニットにマウスカーソルを持っていき右クリックするとユニットの詳細画面が表示され、チャ

ンネル数を設定することができます。 

 

例） アナログ入出力（ADA）ユニットのチャンネル数を 4チャンネルにし、ユニットの型式を[ALTA04*]

に設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ID が重複してしまう場合はチャンネルを変更することができません。 

 

ﾕﾆｯﾄの詳細画面が表示 

ﾏｳｽ右ｸﾘｯｸすると詳細画面が 

表示されます 

4.4 ﾁｬﾝﾈﾙ分 ID を占有します 

1.ﾁｬﾝﾈﾙ数を 4 に設定します

3.[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします 

2.型式を[ALTA04*]に設定します
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２－３－４ 多機能（ALS シリーズ）ユニットの接続を設定 
 

多機能ユニットの接続情報の設定方法は、通常の方法とは異なります。 

多機能ユニットを設定したいスレーブアドレス上をクリックすると、多機能ユニット設定画面が表示され、

多機能（ALS シリーズ）ユニットの接続を設定することができます。 

 

例）スレーブアドレス=17 に多機能ユニットを置き、8点のデジタル入力ユニット[ASCP80*]を 2 つ設定す

る場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽﾚｰﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ 17 をｸﾘｯｸします

多機能ﾕﾆｯﾄに接続する ASC ｼﾘｰｽﾞﾕﾆｯﾄ 

を一覧から選択して設定します 

DIO ﾕﾆｯﾄ 2つ分 IDを占有します

多機能ﾕﾆｯﾄ  ：濃い赤 

ﾕﾆｯﾄ自体の先頭 ：薄い赤 

多機能ﾕﾆｯﾄ設定画面が表示されます 
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多機能ユニットが設定されている場所、もしくはユニットがなにも割当てられていない場所にのみ多機能

ユニット設定画面を開くことができます。 

 

ユニットの先頭である場所にのみマウスの右クリックでユニットの詳細画面を開くことができます。 

 

＊ 多機能ユニットの設定を解除するには、［多機能ユニット設定画面］にて全て「未使用」に設定して下

さい。 

 

 

 

多機能ﾕﾆｯﾄの先頭

ﾕﾆｯﾄの先頭 
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A-Link ASC シリーズモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASC シリーズのアナログ入出力（ADA）モジュールの ID の占有は他のモジュールと異なります。 

以下にいくつかの例を示します。 

 

１）AD4Ch と DA4Ch を接続 

占有 ID は 4ID 

 

２）AD4Ch と AD4Ch を接続 

占有 ID は 8ID 

 

３）AD4Ch と DA4Ch と AD4Ch を接続 

占有 ID は 8ID 

 

４）AD4Ch と DA4Ch と AD4Ch と DA4Ch を接続 

占有 ID は 8ID 

 

＊ Ⅰ アナログ入出力モジュールを 2つ以上接続する場合は必ず連続して接続して下さい。 

Ⅱ シリアルモジュールは一つめのモジュールにしか接続できません。 

Ⅲ シリアル 2Ch モジュールを接続すると他のユニットを接続することはできません。 

ALS シリーズユニットに関する詳細は、別紙「ALS シリーズ A-Link 通信モジュール ユーザーズマニ

ュアル」を参照して下さい。 

 

 ADA ： ｱﾅﾛｸﾞ入出力ﾕﾆｯﾄ(AD4Ch / DA4Ch) 

      占有 ID は 4Ch 4ID  

 SIO ： ｼﾘｱﾙﾕﾆｯﾄ（1Ch / 2Ch） 

     占有 ID は 1Ch 4ID or 2Ch 8ID 

DIO ： ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力ﾕﾆｯﾄ(8bit In/8bit Out / 16bit In/16bit Out / 32bit InOut)

      占有 ID は 8bit / 16bit 1ID or 32bit 2ID 
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２－４  その他各種機能 
 

CPU 付 A-Link システム構成情報作成ツールのその他各種機能について説明します。 

 

２－４－１ ハードウェアの設定 
 

［設定］メニューの［ハードウェアの設定］を選択すると［ハードウェアの設定］画面が表示され、ハー

ドウェアの数及び A-Link の各設定を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 全二重／半二重の設定を変更することはできません。 

 

全二重 / 半二重の設定を変更

することはできません 
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２－４－２ 接続ユニット一覧 
 

［表示］メニューの［接続ユニット一覧］を選択すると［接続ユニット一覧］画面が表示され、各ボード

各ライン毎の接続ユニットを一覧で閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾗｲﾝ番号を変更することができ

ます 

ﾎﾞｰﾄﾞ番号を変更することがで

きます 



 

 

このマニュアルについて 

 

(１)本書の内容の一部または全部を当社からの事前の承諾を得ることなく、無断で複写、複製、掲載するこ

とは固くお断りします。 

(２)本書の内容に関しては、製品改良のためお断りなく、仕様などを変更することがありますのでご了承下

さい。 

(３)本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがございま

したらお手数ですが巻末記載の弊社もしくは、営業所までご連絡下さい。その際、巻末記載の書籍番号

も併せてお知らせ下さい。 
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株式会社アルゴシステム 

 

 本社 

 〒５８７―００２１ 大阪府堺市美原町小平尾６５６            ＴＥＬ（０７２）３６２－５０６７ 

                                     ＦＡＸ（０７２）３６２－４８５６ 

 大阪営業所 

 〒５４２－００８１ 大阪市中央区南船場１－１２－３           ＴＥＬ（０６）６２６３－９５７５ 

船場グランドビル３Ｆ           ＦＡＸ（０６）６２６３－９５７６ 

 東京営業所 

 〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座７－１５－８            ＴＥＬ（０３）３５４１－７１７０ 

                  銀座堀ビル２Ｆ            ＦＡＸ（０３）３５４１－７１７５ 

 

ホームページ http://www.algosystem.co.jp/ 
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